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◇
千
曲
川
の
治
水
に
つ
い
て

【
質
問
】
Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
発
電

水
利
使
用
不
適
切
事
案
等
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

【
市
長
】
堤
防
の
破
砕
を
防
ぎ
、

水
害
の
被
害
に
合
わ
せ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
狭
窄
部

の
削
除
・
内
水
排
除
・
直
轄
地

以
外
の
堤
防
築
堤
を
国
交
省
等

へ
お
願
い
し
て
い
る
。
信
濃
川

整
備
計
画
が
重
要
。
西
大
滝
ダ

ム
に
も
、
増
水
時
の
早
期
ゲ
ー

ト
解
放
を
訴
え
て
い
く
。

【
部
長
】
Ｊ
Ｒ
水
力
発
電
所
の

不
適
切
対
応
に
つ
い
て
は
、
法

に
基
づ
く
認
可
に
違
反
し
て
い

た
こ
と
は
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
東
京
電
力
照
岡
測
水

所
の
平
成
18
年
７
月
増
水
時
の

洪
水
流
量
に
つ
い
て
資
料
公
開

を
。

【
部
長
】
経
済
産
業
省
へ
の
報

告
は
、
４
３
９
０
ｔ
、
水
位
９
・

25
ｍ
と
聞
い
て
い
る
。

【
質
問
】
西
大
滝
ダ
ム
の
構
造

に
つ
い
て
、
情
報
公
開
資
料

で
は
、
川
底
を
最
深
部
28
・

３
３
８
ｍ
埋
め
立
て
て
建
設
さ

れ
て
い
る
が
。

【
部
長
】
示
さ
れ
た
情
報
公
開

文
書
に
つ
い
て
は
東
電
所
有
の

デ
ー
タ
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な

数
字
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
尚
、
人
造
の
狭

窄
物
と
狭
窄
部
と
埋
め
立
て
の

所
に
岩
石
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

一
緒
に
埋
め
立
て
さ
れ
て
い
る

と
の
質
問
だ
が
、
東
電
で
は
埋

め
立
て
を
し
て
建
設
を
し
た
事

実
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

【
質
問
】
西
大
滝
ダ
ム
周
辺
の

千
曲
川
河
床
横
断
形
状
の
変

化
に
つ
い
て
、
情
報
公
開
で
得

た
西
大
滝
ダ
ム
建
設
前
河
床
横

断
図
か
ら
、
ダ
ム
建
設
前
と
昭

和
25
年
、
60
年
の
河
床
最
深

部
を
比
較
す
る
と
、
ダ
ム
上
流

８
８
６
ｍ
地
点
で
約
13
～
16
ｍ
、

１
４
８
０
m
地
点
で
約
14
～
15

ｍ
、
２
８
８
５
ｍ
地
点
で
約
13

～
16
ｍ
の
河
床
上
昇
が
見
ら
れ

る
。

【
部
長
】
昭
和
61
年
度
の
県

の
河
川
改
修
委
員
会
調
査

報
告
書
に
よ
る
と
、
８
８
６

ｍ
寒
川
付
近
で
、
昭
和
25
年

２
８
７・８
２
０
ｍ
、
昭
和
60
年

２
８
６・２
０
０
ｍ
、
１
・
62
ｍ

河
床
が
下
が
っ
て
い
る
状
況
。

１
４
８
０
ｍ
付
近
で
、
藤
沢
南

１・５
６
ｍ
、
２
８
８
５
ｍ
市
川

橋
下
流
４
０
０
ｍ
付
近
１・７
９

ｍ
、
両
方
と
も
河
床
が
下
が
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ダ
ム

下
流
３
５
０
ｍ
付
近
に
つ
い
て

の
標
高
は
確
認
し
て
い
な
い
。水野晴光議員

◇
消
防
に
つ
い
て　

【
質
問
】
消
防
団
員
の
定
数

は
、
平
成
７
年
に
決
定
さ

れ
て
以
来
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

他
市
に
比
べ
団
員
数
が
多
い
と

思
わ
れ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は

団
員
確
保
が
難
し
い
と
聞
い
て

い
る
。
団
員
の
定
数
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
部
長
】
団
員
確
保
は
か
な
り

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
定
数
削

減
を
念
頭
に
、
消
防
団
に
お
い

て
本
年
か
ら
更
な
る
組
織
の
見

直
し
や
ポ
ン
プ
等
の
配
置
の
見

直
し
に
着
手
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

◇
農
業
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
米
の
生
産
調
整
の
面

積
配
分
は
、
統
計
数
値
の
平
均

基
準
反
収
か
ら
計
算
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
市
内
で
も
平
坦
地

と
中
山
間
地
で
は
収
穫
量
に
大

き
な
差
が
あ
る
。
基
礎
の
収
量

調
査
は
、
ど
の
よ
う
実
施
し
て

い
る
の
か
。

【
市
長
】
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

の
反
収
に
つ
い
て
は
、
昨
年
初

め
て
現
地
説
明
会
が
開
か
れ

た
。
北
信
１
７
市
町
村
の
中
で
、

58
筆
の
坪
刈
り
が
行
わ
れ
た

が
、
市
町
村
別
の
数
は
公
表
さ

れ
て
い
な
い
。
市
町
村
単
位
の

収
量
の
み
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、

地
域
間
の
格
差
は
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。

◇
夏
季
観
光
の
推
進
に
つ
い

て【質
問
】
当
市
の
観
光
人
口
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。
冬
季
の

観
光
へ
の
依
存
度
が
高
い
た
め

と
言
わ
れ
て
い
る
。
夏
季
観
光

の
商
品
化
に
向
け
、
美
し
い
山

並
み
や
田
園
風
景
な
ど
大
い
に

宣
伝
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
市
長
】
新
幹
線
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
、
回
遊
性
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
観
光
の
推
進

を
目
指
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
が
中
心
と
な
り
進
め
る
「
地

域
資
源
無
限
大
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
動
し
て
事
業

に
取
り
組
む
。

◇
宣
伝
方
法
に
つ
い
て

【
質
問
】
宣
伝
方
法
に
つ
い
て
、

当
市
か
ら
数
多
く
の
農
産
物
の

出
荷
が
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
小
袋
等
に
観

光
宣
伝
が
何
も
さ
れ
て
い
な
い
。

観
光
宣
伝
や
飯
山
市
の
情
報
発

信
を
行
う
余
地
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
部
長
】
観
光
の
切
り
口
か
ら

み
て
も
、
農
産
物
に
は
大
き
な

魅
力
が
あ
る
。
農
産
物
へ
の
宣

伝
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
等
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◇
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置

に
つ
い
て

【
質
問
】
平
成
21
年
６
月
１
日

か
ら
設
置
が
義
務
と
な
っ
た
が
、

飯
山
市
の
設
置
状
況
は
ど
う

か
。
又
、
市
と
し
て
の
共
同
購

入
の
予
定
や
補
助
等
の
考
え
は

な
い
か
。

【
部
長
】
岳
北
消
防
本
部
で
設

置
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
２

月
の
区
長
協
議
会
で
調
査
協
力

を
お
願
い
し
た
。
岳
北
消
防
本

部
と
連
携
し
、
様
々
な
機
会
を

と
ら
え
広
報
活
動
を
進
め
る
。

又
、
共
同
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

販
売
店
や
価
格
の
面
も
あ
り
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

◇
森
林
税
活
用
に
あ
た
り
飯

山
市
の
基
本
計
画
は

【
質
問
】
近
年
、
猪
、
熊
等
の

被
害
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

森
林
組
合
に
よ
る
森
林
整
備
は

個
人
負
担
も
な
い
の
で
、
積
極

的
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
だ
。

又
、
北
信
地
方
に
広
が
っ
て
い

る
山
枯
れ
が
景
観
を
悪
く
し
て

い
る
が
、
森
林
税
に
よ
る
対
応

は
出
来
な
い
か
。

【
部
長
】
基
本
的
に
森
林
税
を

活
用
し
間
伐
作
業
を
進
め
る
。

市
全
体
で
２
９
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
人
工
林
が
あ
り
、
90
％
が

間
伐
を
必
要
と
し
て
お
り
、
組

合
と
連
携
し
計
画
的
に
間
伐
出

来
る
様
対
応
し
た
い
。
山
枯
れ

に
つ
い
て
は
森
林
税
事
業
で
は

な
く
、
補
助
事
業
を
導
入
出
来

る
か
今
後
検
討
し
た
い
。

◇
千
曲
川
整
備
基
本
計
画
に

つ
い
て

【
質
問
】
上
流
部
の
改
修
計
画

及
び
下
流
部
の
改
修
計
画
は
ど

う
か
。
上
流
部
で
は
築
堤
や
内

水
排
除
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
下
流
戸
狩
の
狭
窄

部
の
掘
削
が
先
ず
第
一
と
考
え

る
が
。
又
、
新
幹
線
橋
脚
に
よ

る
千
曲
川
の
流
れ
の
変
化
で
上

新
田
堤
に
瀬
が
当
た
っ
て
お
り
、

護
岸
が
必
要
と
考
え
る
が
。
又
、

年
々
増
大
す
る
坂
井
沖
の
土
砂

の
撤
去
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

更
に
、
千
曲
の
堤
防
を
菜
の
花

公
園
に
つ
け
る
築
堤
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
国
交
省
で
信
濃
川
水

系
河
川
整
備
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
住
民
懇
談
会
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
積
極
的
に
意
見
を
お

願
い
し
た
い
。

坂
井
沖
の
中
州
の
撤
去
は
予
定

さ
れ
て
い
な
い
が
、
計
画
的
掘

削
砂
利
採
取
等
進
め
る
様
要
望

し
た
い
。

樽
川
合
流
部
の
築
堤
は
初
め
て

聞
く
事
で
も
あ
り
、
弱
い
の
は

樽
川
堤
と
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
県
に
堤
防
の
補
強
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

水野英夫議員

◇
振
興
公
社
と
観
光
協
会
の

組
織
見
直
し
に
つ
い
て

【
質
問
】
飯
山
市
を
外
部
に
売

り
込
む
と
い
う
面
で
は
共
通
す

る
二
つ
の
組
織
を
統
合
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
可
能
で
あ
れ
ば

大
変
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
統
合
に
持
っ
て
い
く

予
定
な
の
か
。

【
市
長
】
両
方
の
団
体
に
今
現

在
年
間
約
４
６
０
０
万
円
の
お

金
が
市
か
ら
出
て
い
る
。
両
団

体
と
も
広
い
意
味
で
の
飯
山
市

の
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、
ま

た
情
報
発
信
等
も
担
っ
て
い
る

が
、
よ
り
資
金
を
集
中
す
る
こ

と
に
よ
り
効
率
的
な
事
業
推
進

が
図
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
今

年
１
年
間
を
か
け
意
見
を
聞
き

な
が
ら
統
合
の
準
備
を
進
め
、

来
年
４
月
１
日
よ
り
新
し
い
一

般
財
団
法
人
と
し
て
発
足
さ
せ

た
い
。

◇
道
の
駅
「
千
曲
川
」
に
つ

い
て

【
質
問
】
道
の
駅｢

千
曲
川

｣

の
農
産
物
直
売
所
は
現
在

１
億
５
千
万
円
ほ
ど
売
れ
て
い

る
が
、
家
賃
が
１
０
０
万
円
の

固
定
と
聞
い
て
い
る
が
安
す
ぎ

な
い
か
。
変
動
性
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

ま
た
、
道
の
駅
の
利
用
者
が
増

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
食

堂
が
小
さ
い
。地
元
食
材
を
使
っ

た
も
っ
と
大
き
な
食
堂
が
必
要

に
思
う
が
ど
う
か
。

【
市
長
】
家
賃
に
つ
い
て
は
も
う

し
ば
ら
く
現
状
の
ま
ま
で
お
願

い
し
た
い
。
食
堂
の
件
に
つ
い
て

は
観
光
振
興
、
回
遊
性
の
あ
る

街
づ
く
り
等
を
考
え
て
も
必
要

に
思
う
。
食
堂
単
体
で
は
難
し

い
の
で
、
他
の
場
所
も
含
め
総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◇
住
所
表
示
に
つ
い
て

【
質
問
】
飯
山
市
の
ほ
と
ん
ど

の
住
所
に
は
大
字
が
つ
く
が
、

大
字
を
取
れ
な
い
か
。
現
実
的

に
は
普
段
書
か
な
い
人
も
多
い

し
、
特
に
若
者
に
は
抵
抗
感
が

強
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
市
長
】大
字
を
と
る
に
は
様
々

な
手
続
き
と
費
用
が
掛
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
費
用
が
ほ

と
ん
ど
掛
か
ら
な
け
れ
ば
実
行

し
て
も
良
い
と
思
う
が
、
他
行

政
の
こ
と
も
調
べ
じ
っ
く
り
と

検
討
し
た
い
。

西大滝ダム

道の駅千曲川

菜の花公園より千曲川を望む

ポンプ操法大会


